
保険の白い歯にデメリットはありますか？

☏

でできる には
適用条件や もありますが、
もちろん も多く、その適応
範囲も年々拡大してきています。
毎年のように が増えており、
保険治療から がなくなる日も
そう遠くない に来るのかも
しれません。

なるべくなら見かけのいい白い修復物で治療してあげたい思いはとても強いです。 最初から

保険だけに縛られず、広く長い目で治療の選択をしていくことが時には重要になると思います。

の とはどんなものか？
現在、保険で認められている白い素材は基本的にはひとつだけ(条件つき)で、
「レジン(コンポジットレジン＝CR)」と呼ばれる、プラスチックのような素材です。
レジンが適応できない場合には、 で治療することになります。

レジンはとても扱いやすい素材で、次のような利点があります。

●歯を削る量を最小にできます

●1回で治療が終わります

●治療費も1本2,000円以内で安価です（3割負担額、再診で治療のみの場合）

一方で、レジンは金属と比較すると“強度”に不安があります。 そのため、

レジンは歯の一部が虫歯などで失われた際に使用します（つめ物）。

大きく歯が失われた場合や咬み合わせの力が大きくかかる部位には、

金属で治療することになります(保険治療の場合)。


